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Chapter

01 セラミックオーバーレイ概論

　短期間の研究とはいえ，このように驚異的な結果を示している文献がある一方で，
Morimotoら12) はシステマティックレビューにて，クラウンを除いたインレー，アン
レー，オーバーレイなどのパーシャルセラミック修復の 5年生存率は 92 〜 95％，10
年生存率は 91％を示しており，そのトラブルのほとんどがセラミック修復物のチッピ
ングや脱離であったと報告している．
　両者の差は何であろうか？　筆者自身もかつては年に数ケースほど，セラミックイン
レーの予想しなかった破折に見舞われたことがあり，その原因がわからず苦慮した経験
がある．しかし現在では，オーバーレイを含めたセラミックによる部分被覆冠すべてに
おいて，先述の文献が示す良好な結果を経験している．そこにはさまざまな要因がある
と思われるが，次項で示す項目をもれなく的確に行うことで，すべてのパーシャルセラ
ミック修復は良好な予後経過を経ることができると感じている．

セラミックオーバーレイ治療の術式について

　セラミックオーバーレイ治療の一連の修復術式を，模型を用いて簡潔に示す（図 8
〜 15．各工程の詳細については次章以降で詳述する）．セラミックオーバーレイ治療を
成功に導く要素として，以下の項目があげられる．

　・補綴装置に過剰な応力集中がないよう，線角・点角のない，滑らかかつ均一な補綴
スペースが得られるようなプレパレーションデザインとする（図 8）．

　・プレパレーション後はすぐに印象採得を行うのではなく，適切な防湿環境下で露出
した象牙質に対して IDS を行う．これによって象牙質の汚染回避，知覚過敏の発
生を抑制することができ，補綴装置との接着強度も大きく向上させることが可能と
なる（図 9）．

　・セット時にも IDS 時と同様に適切な防湿環境下で行うことが重要である．歯面清
掃後，IDS面に対してサンドブラスト処理を行う（図 10）．その後エナメル質にセ
レクティブエッチングを行い，IDS表面に適切な接着処理を行う（図 11）．

　・試適後，二ケイ酸リチウムを用いた補綴装置の内面にはフッ酸処理またはそれに代
替する材料でのエッチングを行い（図 12），シランカップリング処理を施す．

　・レジンセメント，もしくは充填用CRを用いて補綴装置を装着する（図 13）．余剰
セメントをすべて除去したあと，十分な時間の光照射を行い，充填用CRを重合さ
せる．

　・ラバーダムを外し，咬合調整，セメントラインの研磨を行う（図 14）．残存歯質を
多く温存することができ，審美的にも違和感のない自然な形態回復を行うことがで
きた（図 15）．

図 11　エナメル質にセレクティブエッチングを
行った後，ボンディング材の塗布を行う

図 10　装着時にはアルミナサンドブラストを
用いてレジンコーティング面のクリーニングを
行う

図 12　補綴装置内面への接着処理を行う 図 13　レジンセメントまたは予備加熱した CR
にてセメンティングを行う

図 14　低速回転のバーを用いてフィニッシュ
ライン部の歯質との段差をなだらかにする

図 15　適切なプレパレーションと接着処理を行
えば，脱離や破折がほとんど起こらない非常に有
益な治療である

図 8　オーバーレイのプレパレーションでは線
角，点角を可能なかぎり少なくし，応力が集中
しづらいデザインとする必要がある

図 9　プレパレーション後は印象採得前に必ず
IDS を行う
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02 セラミックオーバーレイのプレパレーションデザイン

　これまで健全な歯質が温存されている歯をもとに，プレパレーションデザインについ
て述べた．しかし実際の臨床では広範なう蝕があったり，もともと大きな補綴装置が装
着されていたりして，理想的な形態から形成を行えることのほうが少ない．往々にして
近遠心の歯質が大きく失われていたり，フィニッシュラインが歯頚部近辺に位置してい
たりすることもある．そのような場合の対応について，ここでは臨床例を 2 例供覧し
たい．

支台歯形成のステップ

　下顎第一大臼歯を例に，模型を用いたプレパレーションをステップごとに解説する
（図 11〜 20）．
　まず咬合面の削除を行う．1.0 〜 1.5 mm を適切な削除量とする文献が多いため，こ
こでは1.5 mm のプレップマーカーを用いて，咬合面に複数のガイドグルーブを設ける．
裂溝の深いところと，隆線の膨らんだボリュームのあるところと，咬合面に高低差があ
る部位それぞれにリダクショングルーブを付与する（最初は 1.5 mm の十分なクリア
ランスでプレパレーションを行い，術者，歯科技工士ともに慣れてきたら 1.0 mm の
クリアランスにしていけばよいと考える）．
　グルーブが形成できたら，それぞれを繋いでいく．これで咬合面を均一に，逆屋根型
に削除することができた．続いて頬側，舌側のフィニッシュラインはバットジョイント
ではなく，前述したようにベベル形態にてエナメル質を斜めにカットすることで，接着
強度を向上し，機能時の応力が内側に向くようにする．
　近遠心も同様に斜めにベベル付与を行うが，隣在歯を傷つけないような配慮が必要と
なる．片側のみダイヤモンドコーティングされた超音波チップを使うと便利である．そ
れらのチップを有しておらず，回転切削器具を用いるのであれば，細いナイフエッジの
バーを用いて斜めにコンタクトを抜くように削合するとよい．筆者はシャンク部が短
く，取り回しのしやすい，コメット社のモスキートバーを好んで使用している（ただし
本来の用途ではない）．

図 12　1.5 mm のプレップマーカーを用いてガイ
ドグルーブを形成する

図 11　上顎第一大臼歯にオーバーレイ形成を
行う

図 14　頬舌側のフィニッシュラインはエナメル
質を斜めにカットするようなベベル形成を行う

図 13　それぞれのグルーブを繋ぎ合わせる

図 15　近遠心のベベル形成では隣在歯を傷つけ
ないよう，片側だけダイヤモンドコーティングさ
れた振動系のバーを用いると便利である

図 16　本図のように用いて近遠心にもベベル付
与を行う

図 19　プレパレーションが終了した状態

図 18　細かい段差の修正などはラミニアチップ
を用いると便利である

図 17　振動系のバーだけでなく，ナイフエッジ
様の細いバーを用いて隣接面を形成することもも
ちろん可能である

図 20　クラウンと比較して歯質を大きく温存す
ることができた
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セメンティングステップ
について

Chapter

04

はじめに

　本章では，オーバーレイ治療の最後のステップであるセメンティング操作について解
説する．
　プレパレーションや IDS といった重要な工程を経て迎える最終的なこのステップは，
オーバーレイ治療の集大成ともいえる．この工程では，さまざまな接着材や前処理材が
登場するため，知識が混同しやすいパートでもある．特に，間接修復の場合には「補綴
装置内面 - セメント層」と「セメント層 - 歯質」という 2つの接着界面が存在すること
を意識しなければならない．
　したがって具体的には，以下の 2点を明確に整理しておく必要がある．
　① 補綴装置内面への前処理
　② 支台歯への前処理
　本章では，これらのステップを体系的に整理し，患者が来院した場面を想定しながら，
セメンティング操作を具体的に解説していく（図1〜14）．

補綴装置内面の接着前処理

　患者が来院されると，まずは支台歯の接着阻害因子を除去するために，支台歯のク
リーニングから始める．筆者はプラーク染色液で歯面を赤染した後，エアフローを使用
して支台歯をクリーニングしている．エアフローの設備がない場合は，サスブラシなど
を用いる方法でもよいだろう．
　クリーニングで視認できる汚れを除去した後，納品された補綴装置を試適する．この
段階では，適合や隣接面コンタクトの強さを確認するが，咬合のチェックは行わない．
セラミック補綴装置は接着することで歯質と一体化し強度が増すため，接着前に咬合を
確認すると破折のリスクがある．咬合のチェックは接着操作を完了した後に行うべきで
ある．試適に問題がなければ，次に補綴装置内面のクリーニングを行う．

図 1　IDS 面にサンドブラスト処理を行う．強圧
で長時間かけると IDS 層が剥離してしまうため注
意が必要である

図 2　エナメル質に選択的にエッチング材を塗布
する．全周エナメルマージンであると理想的であ
る

図 5　二ケイ酸リチウムクラウンの内面にクリー
ニング剤を塗布する（フッ酸が好ましいが，扱い
に注意を要するため，筆者は後述するモノボンド
エッチ＆プライムで代替することも多い）

図 6　レジンセメントまたは加温軟化した CR で
セメンティングする．CR の場合は浮き上がりに
気をつけてしっかりと圧接する（写真は CR）．振
動系のチップを用いるとシーティングが容易であ
る

Cementing Step

図 3　水洗，乾燥後，IDS 層にシランカップリン
グ材を塗布する（セラミックプライマープラス．
クラレノリタケデンタル）

図 4　ボンディング材（クリアフィルメガボンド
2．クラレノリタケデンタル）を被着面全体に塗
布する．部分的に象牙質が露出した可能性のある
部分にはプライマー処理から行う
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近年注目されるMI臼歯部補綴装置：
セラミックオーバーレイのスタートアップガイド

　昨今，歯質の削除量を最小限にする
治療法として注目を集めるセラミック
オーバーレイ治療．本書はその基本的
な概論からプレパレーション，IDS，セ
メンティング，ラボサイドの作業まで
を網羅．MI 治療として新たな歯科治療
の可能性を後押しします．
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